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「想いのかけ橋」[image: image3.png]



　　　　　　　　　　　　　　　広島県　広島市立山本小学校　６年

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(もり),森)　ひなた
私にとって「社会を明るくする」というのは、犯罪や非行のない社会をつくるということだと思う。最近、ニュースで犯罪や非行の話題がよく取り上げられる。いつまでも続く犯罪や非行。小学生の私にも、犯罪や非行のない社会をつくるためにできることはないのだろうか。
　私のクラスの担任の先生は、いつもノートにメッセージを書いてくれる。ノートを開くと、「今日、けがをしていたけど大じょうぶ？」「配り物を進んでしていたね」「無理しすぎないでね」といった温かい「言葉」が書かれている。ある時、ふと「自分には良い所がないのではないか」と不安になり、ノートに書いて質問してみた。すると、先生は「あなたはとてもがんばり屋でやさしいよ」
と返してくれた。先生が自分のことをしっかりと見てくれていると思うと、なんだかうれしくて安心した。先生の「言葉」が私の自信になった。
　その時、「言葉」は人を救えるのではないかと思った。「言葉」が相手に安心やうれしさ、自信を与えるのだと気付いた。
　以前、裁判を傍聴したことがある。その事件は未成年の犯罪だった。犯人は複数いて、共同生活を送っていた。その中の一人は、
「久しぶりに家に戻ったら、家族に『なんで帰ってきたの』って言われた。」
と仲間に話していたそうだ。私は、この人達は家にもどこにも居場所がなくて、どうせ自分のことなんてだれも見ていないんだと投げ出してしまい、同じ思いをした仲間と共に憎しみや怒りといった感情にふり回され、犯罪を犯してしまったのかもしれないと思った。では、そこに「言葉」があればどうなっていただろうか。「大じょうぶ？」「すごいね」「ありがとう」などの温かく優しい「言葉」を周りの人にかけてもらっていたら、きっと憎しみや怒りといった感情をコントロールして犯罪を犯さないことも可能だったかもしれない。居場所があると思えたかもしれない。
　「言葉」は居場所をつくることができる。私はそう思う。居場所をつくってあげることで、犯罪や非行を防いだり犯罪を犯した人や非行に走ってしまった人達が気持ちを改めて私達と同じように過ごすための支えになったりできると思う。
　しかし、逆に「言葉」が人を傷つけてしまうこともある。実際、「言葉」のいじめで命を落とした人もいる。「言葉」は、やさしい想いを伝えるかけ橋にもなれば人を傷つける凶器にもなる、すなわち薬にも毒にもなるのである。だからこそ、私は凶器として言葉を使うのではなく「あなたは独りじゃない。私は見ているよ。」とやさしい想いを伝えるかけ橋として使いたい。
　「言葉」を大切にすること。それが、今の私にできることだと思う。直接、大きな社会を明るくすることにはつながらないかもしれないけれど、まずは自分のクラスの人や地域の方々としっかり「言葉」をかけ合い、クラスや学校、地域全体を明るくしていきたい。その活動が積み重なり、やがては大きな実を結び、社会全体を明るくすることにつながると信じている。
　「言葉」一つで社会が変わる。日々、何気なく使っている「言葉」には、大きな力があるのかもしれない。その「言葉」が、想いのかけ橋となってだれかを助けることにつながると思う。「言葉」を大切にしよう。だれもが幸せに過ごせる、そんな明るい社会を目指して。
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